
水稲除草剤「拡散性粒剤」の
ドローン散布実演会（福島県本部）

秋田米新品種「サキホコレ」を田植え
（秋田県本部）

県産品ふるまいセットでランナーを応援
（青森県本部）

ブランドヒストリー
「農協牛乳」発売から５０年
消費者に「自然そのものの味わい」を届ける
（酪農部）

ＪＡズームイン（大分：ＪＡおおいた）

「近江の茶」カートカンの販売スタート
（滋賀県本部）

店内資材を植物由来の素材へ変更
（フードマーケット事業部）

ＪＡタウンショップ紹介
　 全農とっとりアグリマーケット

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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JAアクセラレータービジネスプランコンテスト
採択企業９社決定（経営企画部）

3

7

優秀賞を受賞した採択企業９社の皆さん（左上は主催者のアグベンチャーラボ）（4-5面）

販
売
を
始
め
た「
近
江
の
茶
」

カ
ー
ト
カ
ン（
8
面
）

発
売
か
ら
５０
周
年
を
迎
え
た

「
農
協
牛
乳
」（
6
面
）

Web
限定

第33代「ミス・フレッシュ秋田」決定
（秋田県本部）

イオンリテール㈱東海カンパニー×
岐阜県本部トップ対談（岐阜県本部）

お弁当レシピコンテスト開催（広報・調査部）

2面

6

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから

4
–
5
面

国
産
農
畜
産
物
の
新
た
な
需
要
の

獲
得
に
向
け
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｚ
㈱
と
業
務
提
携（
麦
類
農
産
部
）



News!

News!

国産農畜産物の新たな需要の獲得に向けDAIZ㈱と業務提携

水稲除草剤「拡散性粒剤」のドローン散布実演会を開催

国産食肉とのコラボ商品も開発目指す

農薬やドローンの法律に関する新情報も学ぶ

麦類農産部

福島県本部

　
全
農
は
独
自
の
発
芽
技
術
を
も
つ
、フ
ー
ド
テ
ッ
ク
ベ
ン
チ
ャ
ー
の

D
A
I
Z
㈱（
本
社
・
熊
本
市
）と
国
産
大
豆
の
安
定
供
給
、同
社
の
発

芽
技
術
を
活
用
し
た
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
フ
ー
ド
な
ど
の
開
発
、国
産
大

豆
な
ど
の
需
要
創
出
と
生
産
振
興
を
内
容
と
す
る
業
務
提
携
を
行
い
ま

し
た
。

　
福
島
県
本
部
は
5
月
9
日
、各
農
薬
メ
ー
カ
ー
の
省
力
製
剤
で
あ
る

水
稲
除
草
剤
の「
拡
散
性
粒
剤
」を
ド
ロ
ー
ン
で
散
布
す
る
実
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
食
生
活
の
多
様
化
や

環
境
問
題
へ
の
配
慮
か
ら
、
プ

ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
フ
ー
ド
の
市
場

が
拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一

方
、
国
内
で
の
主
食
用
米
需
要

の
減
少
は
顕
著
で
あ
り
、
水
田

の
転
作
作
物
の
一
つ
と
し
て
注

目
さ
れ
る
大
豆
を
使
用
し
た
食

品
開
発
に
よ
る
新
た
な
需
要
創

出
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
国
産
大
豆
を
原
料
に

D
A
I
Z
社
の「
発
芽
技
術
」

を
活
用
し
た
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー

　
J
A
ふ
く
し
ま
未
来
と
農
業

法
人「
あ
だ
た
ら
ド
リ
ー
ム
ア

グ
リ
㈱
」が
協
力
し
て
開
い
た
実

演
会
に
は
、J
A
指
導
員
を
は

じ
め
福
島
県
、
大
玉
村
役
場
な

ど
か
ら
総
勢
60
人
以
上
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　
拡
散
性
粒
剤
は
、
従
来
の
粒

ス
フ
ー
ド
の
開
発
を
目
指
し
、

J
A
グ
ル
ー
プ
の
食
品
製
造
イ

ン
フ
ラ
を
活
用
し
た
総
菜
な
ど

を
開
発
す
る
こ
と
で
国
産
大
豆

の
生
産
振
興
を
進
め
ま
す
。

　

商
品
開
発
に
当
た
っ
て

は
、
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
フ
ー
ド

1
0
0
%
商
品
の
他
、「
お
い
し

さ
」を
追
求
し
国
産
食
肉
を
組
み

合
わ
せ
た
商
品
の
開
発
も
積
極

的
に
進
め
、
国
産
食
肉
の
新
た

な
付
加
価
値
創
出
に
も
貢
献
し

て
い
き
ま
す
。

剤
の
よ
う
に
均
一
散
布
し
な
く

て
も
成
分
が
圃ほ
じ
ょ
う場
全
体
へ
均
一

に
広
が
る
た
め
、
稲
作
に
お
け

る
除
草
作
業
時
間
を
大
幅
に
減

ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。実

際
の
散
布
で
は
、
30
㌃
の
圃
場

へ
ド
ロ
ー
ン
散
布
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、1
往
復（
約
1
分
半
）で

散
布
が
終
わ
り
ま
し
た
。

今
回
の
ド
ロ
ー
ン
散
布

担
当
者
か
ら
は
、「
拡
散

性
粒
剤
は
軽
く
、散
布
時

間
も
短
い
。ド
リ
フ
ト
の

心
配
も
少
な
い
ド
ロ
ー

ン
に
適
し
た
農
薬
だ
と

思
う
」と
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、実
演
会
後
に
は

「
拡
散
性
除
草
剤
の
製
品

紹
介
」、「
最
新
ド
ロ
ー
ン

情
報
」に
つ
い
て
講
習
会

も
実
施
し
、農
薬
の
最
新

情
報
や
ド
ロ
ー
ン
の
法

律
な
ど
を
学
べ
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

国産発芽大豆と和牛で作るハンバーグ

水
稲
除
草
剤
の
ド
ロ
ー
ン
散
布
を
実
演

22022 6.13 vol.1001

JA
 Z

ennoh W
eekly

ニ
ュ
ー
ス
＆
ト
ピ
ッ
ク
ス



News!

News!

秋田米新品種「サキホコレ」の田植えを実施

県産品ふるまいセットでランナーを応援

秋田ノーザンハピネッツ選手も初挑戦

「青天の霹靂」おにぎりや県産牛乳の詰め合わせ振る舞う

秋田県本部

青森県本部

　
秋
田
県
本
部
は
5
月
23
日
、プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
B
リ
ー

グ
1
部
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
、J
A
秋
田
お
ば
こ
と
と
も
に
今

年
の
秋
に
本
格
デ
ビ
ュ
ー
す
る
秋
田
米
新
品
種「
サ
キ
ホ
コ
レ
」の
田
植

え
を
行
い
ま
し
た
。

　
青
森
県
本
部
が
協
賛
す
る「
2
0
2
2
あ
お
も
り
桜
マ
ラ
ソ
ン
」が

4
月
17
日
、青
森
市
で
開
か
れ
ま
し
た
。主
催
は
青
森
市
、（
一
財
）青
森

陸
上
競
技
協
会
、あ
お
も
り
桜
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
。

　
今
回
の
田
植
え
は
、
秋
田
県

本
部
が
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ

ネ
ッ
ツ
、Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
、大

曲
農
業
高
校
と「
サ
キ
ホ
コ
レ
」

の
農
作
業
を
体
験
し
、
収
穫
し

た
お
米
を
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ

ネ
ッ
ツ
へ
贈
呈
す
る
こ
と
で
選

手
を
応
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
環
。
今
年
で
２
年
目
の
取

り
組
み
と
な
り
ま
す
。

　
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
ゲ
ー
ト
が
設

置
さ
れ
た
青
い
海
公
園（
青
森

市
）で
ス
ポ
ン
サ
ー
ブ
ー
ス
を

出
展
し
、
青
森
い
き
い
き
や
さ

い
レ
デ
ィ
の
2
人
が
ラ
ン
ナ
ー

1
0
0
0
人
に「
県
産
品
ふ
る

ま
い
セ
ッ
ト
」を
配
布
し
ま
し

た
。

　
ふ
る
ま
い
セ
ッ
ト
は
、
青
森

米「
青
天
の
霹へ
き

靂れ
き
」を
使
用
し
た

お
に
ぎ
り
、カ
ッ
ト
り
ん
ご（
サ

ン
ふ
じ
）、「
な
が
い
も
フ
ィ
ナ

　
田
植
え
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

「
秋
田
米
新
品
種
サ
キ
ホ
コ
レ
研

究
会
」の
佐
々
木
竜
孝
会
長
の
田

ん
ぼ
約
1
1
0
㌃
で
行
わ
れ
、

秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
か

ら
は
長
谷
川
暢
選
手
と
多
田
武

史
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
両
選
手
と
同
県
本
部
職
員
は
、

初
め
に
田
植
機
で
の
田
植
え
に

挑
戦
。操
作
方
法
を
教
わ
り
な
が

ら
真
剣
な
表
情
で
操
縦

し
ま
し
た
。
そ
の
後
は

み
ん
な
で
手
植
え
を
体

験
し
ま
し
た
。長
谷
川
選

手
は「
泥
ん
こ
に
な
る

こ
と
も
新
鮮
、
田
植
機

の
運
転
は
難
し
か
っ
た

が
う
ま
く
で
き
た
」、多

田
選
手
は「
田
植
え
は

大
変
だ
っ
た
が
、
普
段

で
き
な
い
経
験
は
新
鮮

で
楽
し
か
っ
た
」と
話
し

ま
し
た
。

　
９
月
末
に
は
稲
刈
り

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ン
シ
ェ
」、
県
産
牛
乳
、
ジ
ュ
ー

ス「
青
森
の
桃
1
0
0
」、
県
本

部
の
直
売
店
ア
グ
リ
シ
ョ
ッ
プ

青
森
店
で
使
用
可
能
な
5
0
0

円
ク
ー
ポ
ン
券
の
全
6
種
類
を

詰
め
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

　
受
け
取
っ
た
ラ
ン
ナ
ー
か
ら

は「
た
く
さ
ん
も
ら
え
て
う
れ

し
い
」「
お
に
ぎ
り
が
お
い
し

か
っ
た
。も
っ
と
食
べ
た
い
」な

ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
賛
は
、

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
。
県
本

部
は
今
後
も
活
動
の
幅
を
広
げ

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

手
植
え
に
挑
戦
す
る
長
谷
川
選
手（
左
）と
多
田

選
手

盛
り
だ
く
さ
ん
な
ふ
る
ま
い
セ
ッ
ト

青森いきいきやさいレディの２人がランナー
に配布
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　JAアクセラレーターは、AgVenture Labが取り組む、
農業や地域社会が抱えるさまざまな課題の解決を目
指すスタートアップ企業を JA グループが短期・集中
的に支援するプログラムです。
　４期目となった今回も「食と農、くらしの未来を共
創する」をキーワードに、既存ビジネスに捉われない
新しい発想や技術に基づくビジネスプランを幅広く募
集し、179 件の応募を受け付けました。今回、書類・

面談選考を通過し最終選考に進んだ15 社のうち、本
プログラムへ参加する 9 社のスタートアップ企業（以
下、採択企業という）を優秀賞として採択しました。
　採択企業は、今後約５カ月間、JA グループおよび
本プログラムのスポンサーである全農と農林中央金庫
の職員による伴走支援を受けながら、ビジネスプラン
をブラッシュアップさせていき、JAグループとの協業を
検討していきます。

　本プログラム期間中における実証実験にあたって
は、今期も最大 100 万円の実証実験費用を補助し、
採択企業の成長サポートを強化します。また、採択
外となった 6 社（イノベーティブ賞）についても、本

プログラム外で別途、協業や支援を検討していきます。
今後約５カ月間にわたるプログラム期間終了後の 11
月には成果発表会（デモデイ）を予定しています。

●15社の提案のうち12社が食と農に関わる提案で、
非常に興味深い内容だった。

●生産現場では、労働力不足、国際的な肥料・
飼料原料の高騰といった課題だけでなく、環境
調和型の有機的な農業を推進していく必要もあ
る状況で、消費の観点では食料安全保障、国
消国産、自給率向上の推進も重要。

●これまで JA グループで取り組んできた既成の技
術や考え方では課題解決が難しくなってきている
現状にあり、JA グループとスタートアップの協業
で生産現場の課題解決が進むのではないか。

●投資の観点では、ESG/SDGs の領域は欧米に８

割ほどシェアをとられ、日本は後塵を拝している
状況であるものの、今回のプレゼンを聞いてまだ
いけると確信に変わってきている。将来投資でき
そうな提案も３、４社あるため、JA アクセラレー
ターを通じてブラッシュアップしていただきたい。

ビジネスプランコンテスト開催
採択企業9社が決定

スタートアップ企業とJAグループが食と農、くらしの未来を共創

　JAグループ全国8連が共同で設立した一般社団法人AgVenture Lab（アグベンチャーラ
ボ）は、JAグループと革新的なアイデアや技術を持ったスタートアップ企業が連携して、農
業や地域社会が抱えるさまざまな課題解決を目指す「JAアクセラレーター第4期」（以下、
本プログラムという）の採択企業を選定するビジネスプランコンテストを5月24日にオンライ
ンで開催しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【経営企画部】

優秀賞を受賞した採択企業9社の皆さん（左上は主催者）

審査講評

優秀賞を受賞した採択企業9社のプラン名

イノベーティブ賞（6社、五十音順）
昨年度のJAアクセラレーター第３期の
成果発表会はこちらから視聴できます。

ＪＡアクセラレーター第4期

“適量・オシャレ・持ち運び便利”を実現した1合180mlの缶入り日本酒ブランド
「ICHI-GO-CAN®」

サステナブルな機能性養鶏飼料の共同開発

農家の手取り向上！キャンプ場を新たなマーケットにする～キャンプ場特化型
「地産地消」ECプラットフォーム～

「MYエコものさし」アプリによる「イミ消費」の浸透

衛星データを活用した作付け調査及び土壌分析

特殊冷凍技術を活用したフードロス削減プロジェクト

高機能ソイルを活用した農地への炭素固定が可能な次世代苗の普及

洗練されたカブトムシによるサステナブルなタンパク質の大量生産システムでタン
パク質危機とゴミ問題を解決

パーソナライズプロテインの定期便myfit

株式会社Agnavi

株式会社エコロギー

株式会社Engi

クオンクロップ株式会社

サグリ株式会社
デイブレイク株式会社

株式会社TOWING

株式会社TOMUSHI

株式会社My Fit

※本プログラム外で別途協業や支援を検討する企業

（１） 株式会社JPY

（２） Kamakura Industries株式会社

（３） GenomeMiner

（４） ジカンテクノ株式会社

（５） 株式会社nano Freaks

（６） 株式会社フロンティア・フィールド

こうじん

審
査
・
講
評
を
行
う
冨
田
全
農
常
務

JA
 Z

ennoh W
eekly
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集
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　JAアクセラレーターは、AgVenture Labが取り組む、
農業や地域社会が抱えるさまざまな課題の解決を目
指すスタートアップ企業を JA グループが短期・集中
的に支援するプログラムです。
　４期目となった今回も「食と農、くらしの未来を共
創する」をキーワードに、既存ビジネスに捉われない
新しい発想や技術に基づくビジネスプランを幅広く募
集し、179 件の応募を受け付けました。今回、書類・

面談選考を通過し最終選考に進んだ15 社のうち、本
プログラムへ参加する 9 社のスタートアップ企業（以
下、採択企業という）を優秀賞として採択しました。
　採択企業は、今後約５カ月間、JA グループおよび
本プログラムのスポンサーである全農と農林中央金庫
の職員による伴走支援を受けながら、ビジネスプラン
をブラッシュアップさせていき、JAグループとの協業を
検討していきます。

　本プログラム期間中における実証実験にあたって
は、今期も最大 100 万円の実証実験費用を補助し、
採択企業の成長サポートを強化します。また、採択
外となった 6 社（イノベーティブ賞）についても、本

プログラム外で別途、協業や支援を検討していきます。
今後約５カ月間にわたるプログラム期間終了後の 11
月には成果発表会（デモデイ）を予定しています。

●15社の提案のうち12社が食と農に関わる提案で、
非常に興味深い内容だった。

●生産現場では、労働力不足、国際的な肥料・
飼料原料の高騰といった課題だけでなく、環境
調和型の有機的な農業を推進していく必要もあ
る状況で、消費の観点では食料安全保障、国
消国産、自給率向上の推進も重要。

●これまで JA グループで取り組んできた既成の技
術や考え方では課題解決が難しくなってきている
現状にあり、JA グループとスタートアップの協業
で生産現場の課題解決が進むのではないか。

●投資の観点では、ESG/SDGs の領域は欧米に８

割ほどシェアをとられ、日本は後塵を拝している
状況であるものの、今回のプレゼンを聞いてまだ
いけると確信に変わってきている。将来投資でき
そうな提案も３、４社あるため、JA アクセラレー
ターを通じてブラッシュアップしていただきたい。

ビジネスプランコンテスト開催
採択企業9社が決定

スタートアップ企業とJAグループが食と農、くらしの未来を共創

　JAグループ全国8連が共同で設立した一般社団法人AgVenture Lab（アグベンチャーラ
ボ）は、JAグループと革新的なアイデアや技術を持ったスタートアップ企業が連携して、農
業や地域社会が抱えるさまざまな課題解決を目指す「JAアクセラレーター第4期」（以下、
本プログラムという）の採択企業を選定するビジネスプランコンテストを5月24日にオンライ
ンで開催しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【経営企画部】

優秀賞を受賞した採択企業9社の皆さん（左上は主催者）

審査講評

優秀賞を受賞した採択企業9社のプラン名

イノベーティブ賞（6社、五十音順）
昨年度のJAアクセラレーター第３期の
成果発表会はこちらから視聴できます。

ＪＡアクセラレーター第4期

“適量・オシャレ・持ち運び便利”を実現した1合180mlの缶入り日本酒ブランド
「ICHI-GO-CAN®」

サステナブルな機能性養鶏飼料の共同開発

農家の手取り向上！キャンプ場を新たなマーケットにする～キャンプ場特化型
「地産地消」ECプラットフォーム～

「MYエコものさし」アプリによる「イミ消費」の浸透

衛星データを活用した作付け調査及び土壌分析

特殊冷凍技術を活用したフードロス削減プロジェクト

高機能ソイルを活用した農地への炭素固定が可能な次世代苗の普及

洗練されたカブトムシによるサステナブルなタンパク質の大量生産システムでタン
パク質危機とゴミ問題を解決

パーソナライズプロテインの定期便myfit

株式会社Agnavi

株式会社エコロギー

株式会社Engi

クオンクロップ株式会社

サグリ株式会社
デイブレイク株式会社

株式会社TOWING

株式会社TOMUSHI

株式会社My Fit

※本プログラム外で別途協業や支援を検討する企業

（１） 株式会社JPY

（２） Kamakura Industries株式会社

（３） GenomeMiner

（４） ジカンテクノ株式会社

（５） 株式会社nano Freaks

（６） 株式会社フロンティア・フィールド

こうじん

審
査
・
講
評
を
行
う
冨
田
全
農
常
務
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ま
た
、
農
協
牛
乳
の
発
売
ま
で
の
苦
闘

を
再
現
し
た
動
画「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
N 

農

協
牛
乳
50
年
の
記
録
」も
制
作
し
た
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
農
協
牛
乳
の
発
売
50
周
年
を
記
念

し
て
、
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
制
作
し
ま
し

た
。「
大
地
と
生
命
の
恵
み
」が
あ
っ
て

始
め
て
、
私
た
ち
は
農
業
の
あ
る
暮
ら

し
を
築
い
て
い
け
る
と
考
え
ま
す
。
太

陽
の
光
や
雨
の
恵
み
、
そ
れ
ら
を
一
身

に
受
け
た
栄
養
の
あ
る
土
が
次
の
芽
吹

き
を
育
て
て
い
く
、
今
も
昔
も
変
わ
ら

な
い「
循
環
」の
輪
を
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
し
ま

し
た
。
ま
た
、
生
産
者
と
消
費
者
が
助

け
合
い
、
農
業
の
輪
に
携
わ
っ
て
い
る
と

い
う
想
い
も
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
は
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
協
同
乳
業
で
販
売
し

て
い
る「
農
協
牛
乳
」を
は
じ
め
、
農
協

牛
乳
の
シ
リ
ー
ズ
商
品
で
あ
る「
農
協

ヨ
ー
グ
ル
ト
」「
農
協
珈
琲
」の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
6
月
か
ら
貼
付
し
て
い
ま
す
。

長
し
て
お
り
、
深
刻
な
生
産
過
剰
の
状

況
で
し
た
。
牛
乳
の
需
要
拡
大
が
急
務

な
な
か
、
農
協
牛
乳
は
、
協
同
乳
業
㈱

に
よ
る
技
術
支
援
な
ど
を
受
け
、「
自

然
は
お
い
し
い
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と

し
た「
成
分
無
調
整
」牛
乳
と
し
て
、
首

都
圏
の
量
販
店
を
中
心
に
72
年
6
月
1

日
か
ら
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
も
、
搾
乳
そ
の
ま
ま
の
風
味
を

生
か
す
新
殺
菌
製
法
に
よ
り
、
酪
農

家
が
消
費
者
に
伝
え
た
い
自
然
そ
の
も

の
の
味
わ
い
を
お
届
け
す
る
牛
乳
と
し

て
、
日
本
の
牛
乳
市
場
の
活
性
化
や
消

費
拡
大
に
向
け
て
進
化
し
続
け
て
い
ま

す
。

　
酪
農
部
は
、
農
協
牛
乳
が
も
た
ら
し

た
革
命
的
対
応
な
ど
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
知
って
も
ら
い
、
次
な
る
50
年
も
愛
さ

れ
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
50
周
年
記
念

ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。

コ
ー
ヒ
ー

お
も

　
農
協
牛
乳
は
、
全
農
の
設
立（
1
9 

7
2
年
3
月
）に
先
立
ち
、「
新
し
い
農

協
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
よ
う
な
事
業
を
興
す
」と
し
て
、

全
中
・
全
購
連
・
全
販
連
の
3
者
で
開

発
委
員
会
を
設
置
し
て
、
販
売
の
検
討

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
発
売
当
時
、
成
分
を
調
整
し
た
加
工

乳
な
ど
が
主
流
で
あ
り
、
牛
乳
の
消
費

量
は
低
迷
。
一
方
、
生
乳
生
産
量
は
伸

「
農
協
牛
乳
」発
売
か
ら
50
年

　

消
費
者
に「
自
然
そ
の
も
の
の
味
わ
い
」を
届
け
る

ブ
ラ
ン
ド
ヒス
ト
リ
ー

9

５０周年記念スペシャルサイトのバーナー

５０周年記念
ロゴマーク

件名に「ブランドヒストリープレ
ゼント」、本文に郵便番号、住所、氏名、
年齢、所属JA、電話番号、JA全農ウィー
クリーの感想をご記入の上、メールにてご
応募ください。

※応募者多数の場合は抽選で当選者を決定いたします。
　また、当選の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。
※いただいた個人情報は、プレゼントの発送にのみ使用いたします。

zz_zk_zennohweekly@zennoh.or.jp

令和4年6月24日（金）23時59分

「農協牛乳50周年記念特別セット」を5名様にプレゼントします。

応募方法 応募先

締め切り

５０
周
年
記
念

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
制
作

５０
周
年
記
念

ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
開
設

　成
分
を
調
整
し
た
加
工
乳
な
ど
が
主
流
の
中
、
成
分
無
調
整
牛
乳
と
し
て

発
売
さ
れ
た
「
農
協
牛
乳
」
は
、
皆
さ
ま
の
愛
に
育
ま
れ
て
、
今
年
6
月
1
日

に
発
売
か
ら
５０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【酪
農
部
】

発売から５０周年を迎えた「農協牛乳」

農協牛乳50周年
記念サイトは
こちら
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ＪＡおおいた
（大分県）

概要 令和４年３月31 日現在

正組合員数　　　　 　5万4041人
准組合員数　　　　 　5万1413人
職員数                      1904人
販売品取扱高      　　　  355億円
購買品取扱高       　　　 171億円
貯金残高  　    　　     5881億円
長期共済保有高 　　 1兆8322億円
主な農産物　米、輪菊、トマト、ピーマン、スイー
トピー、イチゴ、カボス、ブドウ、梨、白ネギ、ニラ、
小ネギ、豊後牛、高糖度カンショ、ハウスミカン

ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
広
報
で

県
産
農
畜
産
物
を
P
R

２
０
２
１
年
11
月
号
で
１
５
０

号
を
迎
え
ま
し
た
。「
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
」

は
、「JA O

ITA INFORM
ATION 

NETW
ORK

」の
略
で
、
同
Ｊ
Ａ

の
情
報
通
信
と
し
て
、
組
合
員

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
楽
し
い

広
報
誌
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
思

い
を
込
め
て
い
ま
す
。
各
地
域
で

の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー「
み
の
り
ウ
ォ
ッ
チ
」で

は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
自
己
改
革
マ
ー
ク
、女
性
部

活
動
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

マ
ー
ク
を
活
用
し
、
自
己
改
革
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
分
か
り

や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
紙
「H

odge Podge

（
ハ
ッ
ジ
パ
ッ
ジ
、
意
味
は
ご
ち
ゃ

混
ぜ
・
寄
せ
集
め
）」を
年
2
回
、

各
新
聞
折
り
込
み
で
約
20
万
部

を
発
行
し
て
い
ま
す
。各
号
で一つ

活
動
に
よ
り
県
産
農
畜
産
物
の

P
R
・
消
費
拡
大
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

ま
た
、2
0
1
9
年
に
組
合

員
と
そ
の
家
族
に
親
し
み
を
持
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
公
式
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー「
ア
グ
リ
・
ザ
・
キ
ッ
ド
」

「
み
の
り
め
ぐ
み
」を
誕
生
さ
せ
、

J
A
の
広
報
活
動
に
と
っ
て
欠
か

せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

統
一
広
報
誌「
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
」は

毎
月
約
6
万
部
発
行
し
て
お
り
、

化
事
業
費
」を
活
用

し
地
元
テ
レ
ビ
局
で

あ
る
O
B
S
大
分

放
送
で
独
自
テ
レ
ビ

番
組「
ハ
ッ
ジ
パ
ッ

ジ
T
V
」の
放
送
を

開
始
。番
組
で
は
管

内
で
頑
張
っ
て
い
る

生
産
者
や
農
業
高
校
生
の
紹
介

の
他
、「
S
D
G
s
」、「
国
消
国

産
」を
テ
ー
マ
と
し
た
内
容
や
、

今
年
開
催
さ
れ
る
全
国
和
牛
能

力
共
進
会
に
向
け
て
の
物
語
を
伝

え
、
公
式
Yo
u
Tu
b
e
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
も
見
逃
し
配
信
を
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
組
合
員
に
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
を
あ
て
、ク
ロ
ス
メ
ディ

ア
ス
タ
イ
ル
を
よ
り
充
実
さ
せ
た

広
報
活
動
を
広
く
展
開
す
る
こ
と

で
県
産
農
畜
産
物
の
P
R
・
消

費
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

さまざまな媒体を使って情報発信

公式YouTubeチャンネルでも発信

熊本県

福岡県

宮崎県

大分県

　
J
A
お
お
い
た
は
、県
内
を
事

業
エ
リ
ア（
3
J
A
を
除
く
）と

す
る
県
域
J
A
で
す
。「
地
域
に

根
差
し
た
情
報
発
信
の
展
開
」を

自
己
改
革
の一つ
と
し
、「
地
域
と

食
の
未
来
を
つ
な
ぐ
」を
組
合
の

役
割
お
よ
び
広
報
活
動
の
テ
ー
マ

に
位
置
付
け
、
広
報
誌
、コ
ミ
ュ

ニ
ティ
ー
紙
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、テ

レ
ビ
番
組
を
つ
な
げ
広
が
る
ク

ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
ス
タ
イ
ル
の
広
報

の
品
目
に
特
化
し
紹
介
す
る
こ
と

で
そ
の
品
目
に
興
味
、関
心
を
高

め
る
効
果
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

21
年
8
月
発
行
の「
お
お
い
た
豊

後
牛
」で
は
歴
史
や
生
産
者
の
思

い
、
牛
肉
の
選
び
方
と
レ
シ
ピ
を

紹
介
し
、
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
は

５
０
０
人
を
超
え
る
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、2
0
2
1
年
4
月
か
ら

J
A
共
済「
地
域
・
農
業
活
性

「ハッジパッジTV」の撮影風景

公式キャラクターの「アグリ・
ザ・キッド」「みのりめぐみ」

さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
使
い

広
く
情
報
発
信

全
共
に
向
け
て

物
語
も
伝
え
る
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〒100̶6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

全農とっとりアグリマーケット

　鳥取県の中部に位置する北栄町は4～6月の日照時間
が長く、大山山麓の土がスイカ作りに最適なことから、鳥取
を代表するスイカの産地となっています。
　鳥取のスイカは大玉で、玉の大きさに比例して外皮が厚
いのが特徴です。この厚さが鮮度と強度を保つ役割をして
います。
　スイカはメロンのように追熟しないため、お届けしたころ
が食べ頃です。シャリ感と甘さたっぷりの鳥取のスイカを、
思いきって「ガブッ！」と食べてみませんか。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農のインターネットショッピングモール

　滋賀県本部は、新型コロナウイルスの感染拡大などにより、出荷量の減少や価格の
下落などの影響を受けた「近江の茶」の消費拡大に取り組むため、国の茶緊急対策事
業を活用するなど、県内ＪＡと共に積極的な販売促進を行っています。   【滋賀県本部】

　県内最大の茶産地をもつＪＡこうかで
は、新たにSDGsへの取り組みも意識
し商品開発した「近江の茶」カートカン
を6月から販売しました。この商品は甲
賀市産茶葉を100％使用した緑茶飲料
で、容器のカートカンは、国産の間伐
材を30％以上使用したエコパッケージ。
また６月５日に甲賀市で開催された第

72回全国植樹祭で５０００本以上配布
するなどPRを実施、大きな反響を得
ました。
　今後も、滋賀県本部とＪＡこうかは、「近
江の茶」の認知と消費拡大を目指し、ブ
ランド力の向上を図ることで、滋賀県茶
生産者の農業所得向上、生産意欲の向
上に努めます。

 「近江の茶」カートカン購入に関する
 お問い合わせはこちら
　　JAこうか・茶加工センター
　 TEL:0748-63-2282

　全農は、直営する全国の「みのりみのる」店舗で、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）への取り
組みの一環として、６月以降、店内資材を環境に配慮した素材へ順次変更します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【フードマーケット事業部】

鳥取県産  大栄西瓜 3L・1玉（約8kg）
…4900円（税込み）

▲植物由来の自然循環型樹脂が原料の生分解
プラスチック製ストロー

◀コーヒー豆の焙煎工程で排出されるシルバー
スキン（コーヒー豆皮）を配合した紙ナプキン

「近江の茶」カートカンの販売スタート
SDGsへの取り組みを発信

全農グループ直営「みのりみのる」店舗でＳＤＧｓの取り組み進めます

「近江の茶」カートカンの販売スタート

　みのりみのる店舗では、これまで「国産・地産食材」を中心に使用し
たメニューの提供を通じて、持続可能な日本農業を応援してきました。
このたび店舗でお客さまに提供する資材についても環境に配慮した素
材へ変更し、サステナブルな社会の実現に貢献します。
　先行して、みのりカフェ三越銀座店で、ストロー、スプーン、紙ナプ
キンなどを環境配慮型素材へ切り替え、以降全国の「みのりカフェ」「み
のる食堂」「みのるダイニング」で同様の取り組みを進めていきます。

店内資材を環境に配慮した植物由来の素材へ変更

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週木曜日15：50～16：00（放送時間はFM局で異なります）
農業に携わる人たちの想いや、今後の未来にフォーカスします！

だいせん

ばいせん

休刊のお知らせ
６月２０日号は休刊いたします。
次は６月２７日号です。 8


